
Title <書評>機能主義理論の起源　エドワード・ロバート・
ドゥ・ザーコ　1957年

Author(s)

Citation デザイン理論. 1962, 1, p. 78-80

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52416

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



書 評

BookReview

機 能 主 義 理 論 の 起 源

エ ド ワ ー ド ・R・ ミー ト ・ ド ゥ ・ ザ ー コ1957年

Origins of Functionalist Theory 

   Edward Robert de  Zurko 

      Columbia University Press, New York  1957•  p265•

この本 はその書 名か らわか るように,機 能主義(Fanct圭onalism)理 論の起源を探ろ う

とするものであ る。だが今 さら古 くさくな って通用 しない機能主義理論の起源を求めて何

になるのか と思 う人もあるだろ う。事実私た ちの周囲を見 まわ してみて も,機 能主義をデ

ザイン上 のイデ オロギーと して主 張す る者 はほとん どいないといってよい。かつ て機能主

義を信奉 していたよ うな人であ って も,現 在で はそれを否定 した り,否 定 はしな くとも例

えばその人間化 とい った修正を加え るのが普通 であ らう。その限 り私た ちもこのよ うな事

情 に一面 の真理があ ることを認めないわけにはいかない。た しかに過去のかたちそのまま

の機能主義 は,も はや現在 に妥当す るものではな い。過去 の ものを現在 にも通用 させ よ う

とす ることは,ま さに時代錆誤 といわなければな らな いのであ る。

しか しよ く考 えてみ ると,こ のような場合 に機能主義 とい うことばで考え られてい るこ

とは,単 にあの有名な 「形態 は構能 に従 う」 とい うキヤ ッチ ・フレーズ だけではないだろ

うか。なぜな ら私た ちは今まで機能主義 とい うことばが理論的 に厳密な デザ イン上のイデ

オaギ ーとして定義 された事実 を知 らないか らであ る。つ まり過去 の ものと して ほうむ り

去 られ るべ き運命 にあるの は,こ の 「形態 は機能 に従 う」 というかなり一面的で一義的な

ことば によって理解 されてい る機能主義な のではないかという疑問が当然生れて来 るわけ

である。

この本書の著者ザー コは,ツ ェヴ ィらと同 じく,近 代建築の様式が機能 的様式(Functi-

onalstyle)で あ ることを認め,機能 主義の理論 はこの様式 の原理 として確立 して いる。だ

か らこそ現在 はこの機能主義の概 念を十分 に分析すべ き時であるとして,文 献上 だけに限

って,機 能主義理論の起源を探 ろうとす る。ザ ーコによれば,近 代 の機 能主義 はデザ イナ

ーの指導原理で もあ るが,建 築を評価す る基準で もある。つま りそれ は一つの価 値となっ
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てい る。 「形態 は機能に従 う」 というのは基本 的な約束 にす ぎない。だか らそこには有用

性,合 目的性 とい った さまざまな価fujが 入 りこむ ことにな り,誰 で もが納得 し得 るよ

うな簡単 な定義をす ることは出来な くな っている。 その ことは近代 の機能主義 者たちが,

自己の主張をた とえ(Analogy)に よって補強 した り,あ るいはたとえだけに頼 って い る

ことか らもわか るだろ う。ノレ・コル ビュジエ らは機械的効率を,サ リヴ ァン,ラ イ トらは

有機 的自然をた とえ としてもちだ し,ロ 厂 ス,べ/vラ ーへ らは道徳的見地か ら強調 して い

るので ある。 しか しこのように機能主義が人 それぞれによ っていろいろな意味 に解釈 され

るに して も,そ のどれ にも共通す る思想が,す べて の基礎 とな って いる思想が あるので は

なかろ うか。そ こに近代 の機能主義 の妥当性 の根拠 もあ るので はないだろ うか。 これがザ

ーコの問題であ ると考 え られ る。

さて,機 能主義 の起源を求 め る本 論で は普通 に考え られ るようにサ リヴ ァンやグ リーノ

ウが起源であるとはされずに,ソ クラテスか らグ リー ノウまでの多 くの入 々の思想が それ

であ るとされ るのであ る。本質 的に近代的な現象である機能主義の デーマについてはヴ ィ

ォレ ・ル ・デ ュクか らル ・コルビ ュジエの思想に即 して,沢 山の書物が著 われている し,

その思想の内容 について も比較 的よ く知 られている。 だか らザ ー コにとってよ り必 要な

のは,ギ リシヤ時代以来の思想史上つねに現 われて いる機 能主義 的な思想の存在 を確 かめ

ることであった。

ザ ーコはソクラテスか らグ リーノウまで五十入あま りの西 洋哲学者 ・建 築家 の機能主義

的な思想を概観 す る。 ここで はその一人一入 について述 べ る余裕 はない。私 たちは直 ちに

彼 の結論 に入 る。 「機能主義は単独の 哲学 や文化運動の産物で はない。 な るほど1700-

1851年 の間 に産業 革命,新 古典主義,浪 漫主義,生 物学が機能主義者の思想表現を助 け,

豊かに した。 しか し機能主義的建築理論はひと りこれ らの一 つによるもので はな い 。」 い

つ の時代 にあって も機能主義的な思想が,そ れぞれ異 った環境か ら生れているのであ る。

ギ リシヤの幸福論 的哲学か らは ソクラテス,ア リス トテレス らが,中 世の神学か らは ヒッ

ポ らが,ノレネサンスの ヒューマニズ ムか らはア)Lベ ノレティ,ダ ・ヴ ィンチ らが,バ ロック

の科学 と懐疑精神か らはパラデイオ らが,十 八世紀 の合理主義,理 想主義,実 利主義 か ら

は シャフツベ リらが,芸 術 や自然 の浪漫主義 的見方か らはピ ュー ジン,ラ ス キン らが,十

九世紀 の超越論か らは ウォルフ,ゲ ーテ,シ ラー らの思想が生 れている。

「こ うい う歴史 的背景 に対 してみ ると,近 代 の機能主義 は 新 しい姿を 持 って いるよ う

だ。 「歴史の次元 で観察 された機能主義 的な批評 は,歴 史的建築を概ね道徳 的,倫 理 的,

社会 的 形而上的究 極的な価値で評価す る傾 きがあ るのに対 して,近 代建 築を評価す る時

に批評家は,経 済性,循 環 の容易 さ,清 潔 さ,維 持の しやす さ,光 線のよ さ,換 気 のよさ

のよ うな一次的 又 は直接的な価 値を強調す る傾向がある 。」 このように形而上的究極的価

値 としての歴 史的機能主義(機 能主義的な思想)と,初 歩 的直接的価値と しての近代の機

械主義 との聞には根本的な相異 があるようであ るが,両 者 は越えがたい障壁 によってへだ

て られてい るので はな く,直 接 的な ものはやがて究極 的な ものに高め られ るのであ るとい
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う。 このよ うに,究 極的価値 としての機能主義 の存在を確認す ることによ って,機 能主義

の妥当性の根拠 としようとす るザ ーコの立場 は,か な りの難点を含みなが ら,私 た ちには

いろいろ考え るべ き問題を提出 している。機能主義 は元来近代 的現象であ るのに,そ れを

歴史的な合 目re°.の 思想にあてはめ ることがで きるかど うか,合 目的性一般 の思想が

はた して究極 的な価値なのであろ うか,歴 史 的にそうであ ったか らとい うので は論証 され

た ことにな らない のではないか,さ らに個 々の思想家 に合 目的的な思想が見 出され るに し

て も,そ れ がその人 にとって本質 的なのかど うか,こ のような疑問を求めていけば もっと

見つけ ることがで きるだろ う。 しか し私たちにとって重要な ことはこれ らを指 摘す ること

で はな く,こ の該博な知 識の集積を私た ちの事情 に即 して読む ことで あろ う。従 って新 し

くザ ーコが試 論として提唱 して いる機能主義 の心理学的解釈 といった ものは大 して 問題で

はないのであ る。 「問題 は機能主義を広 く解 釈す ることであ り,そ の結果機能 主義 はその

主唱者 に制 約よ り,勇 気を,価 値 のあ る創造 的な表現 に健全 な基礎を与え ることになるの

だ 。」「機能主義 のような種 々の個人的解釈を許す一般的な思想は,こ れか らも入間 に勇気

を与えつずけるだろう。」機能主義 とい うことばは,い わば近代建築論の枠のよ うな もの

で あって,過 去 にも現在 にも私 たちはそ こに さまざまの内容を加えて い くべ きものではな

いだろ うか。機能主義 とい うことばは一時の流行現象 として簡単に忘れ さることができる

だろ うが,そ の内容 は少 くとも現在 のところは忘れ さることはできな い。あ るいは永久に

その内容は建築家 によって考え出されてい くべ きものか も知 れない。

機能主義 に関す る反省 は,こ のザーコの著書が最初ではな い。私の知 って いるところで

は,1948年 にオランダ のカイ ・フィスカーが 「機 能主義 の倫理」 と題 して,1949年 にはス

イスのマ ックス,ビ ノレが 「機能か ら来 る美 しさと機能 として の美 しさ」と題 して,又1950

・57年にイギ リスの リチヤーズが 「機能 的伝統」 と題 して,そ れぞれ の仕方で機能 主義 の

内容を考えてい る。恐 らく他 にもあると思われ る。 フィスカーは倫理性を,ビ ル は美的機

能を,リ チ ャーズは技術 的側面を強調す るのに対 して,ザ ーコは究極的価値 と して の合 目

的性思想で機能主義 の妥当性を論証 しよ うと したといえ る。

なお著者ザ ーユについては,ア メリカ,テ キサス州のライス ・インステ ィチ ュー ト建築

科助教授で あり,又 公認建築士で もあ るとい うが,残 念なが らその他の著,建 築作品 にど

んな ものが あるのか不明で ある。
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